
１．エントリーされる部門を選択してください。

２．エントリーされる領域にチェックを入れてください。(複数チェック可）

３．エントリーされる活動、技術、製品等の概要
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文字数 150
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文字数 400

フリガナ

団体名称 富山市
トヤマシ

コンパクトシティセンリャクニヨルトヤマガタトシケイエイノコウチク

コンパクトシティ戦略による富山型都市経営の構築

フリガナ

活動、技術、製品
等の紹介
（２００文字）

活動、技術、製品
等の名称

土地利用(国土利用) 領域

老朽化対策領域

住宅・都市領域 保健医療・福祉領域

金融領域 情報通信領域

交通・物流領域 農林水産領域

行政機能領域

エネルギー領域

産業構造領域

国土保全領域

リスクコミュニケーション領域

実績
※導入事例等詳細
をご記入ください。
（４００文字）

環境問題や人口減少、超高齢化に対応するため、鉄軌道をはじめとする公共交通を活性化させ、
その沿線に居住、商業、業務等の都市機能を集積させることによる「公共交通を軸とした拠点集中
型のコンパクトなまちづくり」を目指している。このことにより、公共交通への転換を推進し、低炭素化
やエネルギー効率の改善を図る。さらに、地域特性を活かしたエネルギーの地産地消を推進し、地
域完結型の持続可能な都市構造を実現している。

コンパクトシティ戦略の推進により、低炭素でレジリエンスな社会を実現するとともに、行政サービス
の効率化や道路、下水道等の社会資本の適切な維持管理を図る。さらに、再生可能エネルギー
の導入を促進し、環境負荷を低減するとともに、自然災害への対策を強化することで、「誰もが暮ら
したい・活力あるまち」を実現する。

・コンパクトシティ戦略においては、JR富山港線を日本初の本格的なLRTとして整備した。また、中
心市街地の活性化と回遊性の強化を図るべく、市内電車の環状線化を実施したことにより、公共
交通の利便性が向上し、車から公共交通への転換が促進されたことで、運輸部門のCO2排出量
が大きく減少した。さらに、ガソリン購入量も減少し、平成26年には、北陸3県で最も高い削減率と
なった。
・災害にも強い自立分散型のエネルギーシステムを構築するため、エコタウン産業団地、木質ペ
レット製造工場、小水力発電所を整備し、地域特性を活かした再生可能エネルギーの導入を促進
している。
・これらの取組みが評価され、内閣府から、地方都市の抱える課題解決のモデルになり得るとし
て、「環境未来都市」に選定されるとともに、国連SEforALLの「エネルギー効率改善都市」やロック
フェラー財団の「100のレジリエント・シティ」に選定されている。

目的
（１５０文字）

事務局使用欄

「ジャパン・レジリエンス・アワード２０１７」　エントリーシート　【様式２】　

地方自治体部門

環境領域

研究開発領域



４．審査(各部門共通）へのアピール

①
レジリエン
ス性

現在の
文字数 150

② 公共性

現在の
文字数 150

③
技術性・先
駆性・革新
性

現在の
文字数 150

④ 持続性・継
続性

現在の
文字数 150

⑤ 波及性

現在の
文字数 150

５．各部門別審査へのアピール

①

活動の持
続性・発展
性

②
活動の広
がり

③
具体性・実
現性

本市は、コンパクトシティ戦略を核とした地球温暖化対策を推進しており、その取組みが地方都市
のモデルになり得るとの評価を受け、「環境モデル都市」や「環境未来都市」に選定されている。さら
に、国際会議等のあらゆる機会を通じ、取組みの普及を図ることで、国内外の都市の抱える課題の
解決に寄与するものと考えている。

「ジャパン・レジリエンス・アワード２０１７」　エントリーシート　【様式３】

アピール内容審査項目（150文字）

コンパクトシティによる拠点集約型都市構造においては、災害時にも迅速かつ効率的な復旧・復興
が可能である。また、再生可能エネルギーは災害時には、自立的なエネルギー源として大変有効
であるため、施設や地域特性に応じた自立分散型のエネルギーシステムの導入・普及を図ること
で、都市全体のレジリエンス性が向上する。

このまちづくりは、気候変動やエネルギー効率の改善等の環境問題の解決に資するだけでなく、人
口減少、超高齢化、厳しい財政運営、維持管理費等行政コストの増大などの地方都市の諸課題
に対応するものである。さらに、環境・社会・経済の３つの価値を総合的に高めることで、「誰もが暮
らしたい・活力あるまち」を実現する。

本市は、OECDが発行する「コンパクトシティ政策報告書」において、先進5都市の１つとして紹介さ
れ、その先駆性を高く評価されている。また、エネルギー効率の改善が期待できるとして、国際連
合SEforALLから「エネルギー効率改善都市」に選定されるなど、国内外の地方都市のモデルにな
り得るものと考えている。

本市の拠点集約型のコンパクトなまちづくりや再生可能エネルギー等の環境施策を参考にするため、近
年、国内外からの視察依頼が絶えない状況である。また、国際会議等のあらゆる機会を通じて、本市の
取組みをプロモーションしているところである。このような中、マレーシア国イスカンダル地域やインドネシ
ア国バリ州タバナン県から、小水力発電等の導入に関する協力要請があり、民間事業者と共にその事
業化に向けて支援をしている。

コンパクトシティ戦略においては、上記の「実績」に記述した通り、CO2排出量やガソリン消費量の削減
などの効果がみられるとともに、都心地域の地価上昇等による税収の増加など、様々な相乗効果が表
れている。一方、再生可能エネルギーにおいては、行政主導で設置・促進してきたことで、その活動が
民間に波及し、官民の垣根を越えた自立分散型のエネルギーシステムが構築され、災害にも強く、レジ
リエンスなまちを形成している。

エントリーされる部門名を選択し、各部門別の評価項目①～③にしたがいアピール内容をご記入ください。

部門名 地方自治体部門

評価項目 アピール内容

評価項目は公式ホームページ（http://www.resilience-jp.org/award/）を参照ください。

この取組みの推進により、行政サービスの効率化や社会資本の適切な維持管理を図るとともに、
中心市街地の活性化等を通じた税収を確保することで、財政的にも持続可能な都市構造が形成
できる。また、豊富な水資源や森林資源を再生可能エネルギーに活用することで、地産地消型の
持続可能なエネルギーシステムを構築している。

本市のコンパクトシティ戦略では、持続可能な都市経営を実現するため、産民学及び自治体がコンソー
シアムを組織し、公的資金に依存することなく、自律的に発展できる推進体制を構築することにより、そ
の実行性や継続性を確保している。また、「都市計画分析モデル」を駆使した効果検証等のフォローアッ
プを行い、本市を取り巻く社会情勢の変化等に対応していくことで、さらに進化・発展できる持続可能な
まちづくりを実践している。



6．添付資料　（Ａ４サイズで合計10ページ（片面）まで、冊子やDVD等は資料として受付けません。）

参考ＵＲＬ http://www.city.toyama.toyama.jp/

添付内容
①富山市の概況
②富山市の特性
③コンパクトシティ政策の推進（公共交通の活性化）
④コンパクトシティ政策の推進（居住、商業等の集積）
⑤コンパクトシティ政策に基づく環境施策
⑥再生可能エネルギーの導入促進（公共施設への導入）
⑦再生可能エネルギーの導入促進（市民等への支援）
⑧エネルギー関連施策の国際展開
⑨コンパクトシティ戦略の効果
⑩コンパクトシティ戦略の国際評価

有り 無






















